
設し，2022年で 2 年目となる（写真 3 ）。2022年 5
月25日現在のチャンネル登録者数は59人である。

写真 1　東北大学附属図書館 Twitter

写真 2　東北大学附属図書館 Instagram

1．はじめに
東北大学附属図書館（以下，「当館」という）は，

本館と 4 つの分館，15の図書室から成り， 4 つの
キャンパスに点在している。当館では，2011年に公
式 Twitter を 開 始 以 降，Facebook，Instagram な
どを運用し，広報ツールとして様々な情報を発信し
ている。また，独自の Twitter アカウントを運用し
ている分館や図書室もある。2022年 5 月現在公開中
および過去に公開していた当館公式 SNS は次の通
りである。

1.1　公式 SNSの概要
1.1.1　Twitter（@hagi_no_suke）

公式 Twitter は2011年 1 月28日にアカウントを取
得し， 同年 3 月14日にツイートを開始して以来，
2022年で12年目となる（写真 1 ）。2022年 5 月25日
現在のフォロワー数は8,212人（ツイート数11,582
回）で，日本の大学図書館の中では東京大学駒場図
書館 @UTokyoKomabaLib に次いで 2 位である（当
館調べ）。

1.1.2　Instagram（@tohoku_univ_lib）
公式 Instagram アカウントは2018年11月 2 日に

開設し，2022年で 5 年目となる（写真 2 ）。2022年
5 月25日現在のフォロワー数は1,043人（投稿数385
件）で日本の大学図書館の中では 1 位である（当館
調べ）。

1.1.3　YouTube（東北大学附属図書館）
公式 YouTube チャンネルは2020年12月23日に開
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偏った状況が続き，内容もマンネリ化し，広報ツー
ルとして効果的に利活用されているとは言い難い状
況であった。

2.2　SNS活性化プロジェクトチームの発足
このような状態を一つ一つ改善し，図書館全体の

広報ツールとして全体で活用できるようにすること
を目標として，2018年 7 月に Twitter と Facebook
の活用・活性化を目的とした「東北大学附属図書館
SNS 活性化プロジェクトチーム」（以下，「チーム」
という）が当館広報委員会の下に立ち上がった。そ
れに伴い筆者の在職する総務課学術情報基盤係が事
務局となった。

このプロジェクトは，当館の大隅典子館長（2018
年 4 月就任）が本学の広報担当副学長として大学の
公式 SNS について深く携わっていたことから，当
館の公式 SNS もより良いものにするようにとの指
示を受けスタートしたものである。

検討期間が2018年 7 月～ 9 月の 3 か月というス
ピード感が求められる活動であったこと，チームメ
ンバーの頻繁な集合が困難であったことから，ほと
んどの会議は Skype にて行った。

本プロジェクトの趣旨は「主なターゲットである
学生の年代においては，主要なコミュニケーション
ツール及びその使い方については変化が起きやす
い。 よって，SNS の改廃や運用変更に関する機敏
な対応が課題となっている。今後も SNS での情報
発信をより効果的に実施するためプロジェクトにて
早急に検討する必要がある。」というものであった。
このような事情から，チームは SNS をよく利用し
ている若手世代を中心とし，本館・分館の職員 6 名
で構成された。チームに与えられたミッションは以
下の 4 点であった。
⑴ Twitter　@hagi_no_suke の活性化案の作成
⑵ Facebook　haginosuke.TUL の活性化案の作成
⑶ 附属図書館として運用する他の SNS の連携案の

作成　
⑷今後必要な活動案の作成　

これらのミッションを果たすために，チームでは
SNS の現状把握と問題点の洗い出しから始め，ター
ゲット層の再確認，投稿内容の方向性，具体的な運
用と管理，さらには SNS を使った新しい企画，検
討結果の提案までを行った。検討作業に当たっては，
若手職員から現状の課題に関する忌憚の無い意見や
批判のほか，学生に近いであろう視点や新鮮な感覚
により様々なアイデアが出され，思い切った活性化
案が提案されることとなった。ミッションの検討経
緯と活性化案については次章にて詳しく紹介する。

写真 3　東北大学附属図書館 YouTube

1.1.4　Facebook（haginosuke.TUL）
公式 Facebook は2016年 6 月に開設し，2019年 3

月31日に閉鎖した。最終フォロワー数は86人であっ
た。

2．公式SNS運用の再検討
2.1　2017年度までの状況と問題点

当館では2017年度までは Twitter と Facebook の
2 つの公式 SNS を運用してきたが，それぞれ広報
ツールとして十分活用できているとは言い難く，運
用に様々な問題が生じていた。

Twitter においては，図書館と関連性のない話題
（サークル紹介や合格者情報など）の投稿や，単な
るリツイートなど，ツイート総数は多いものの図書
館に関する投稿は多いとは言えない状況であった。
これらの主たる原因は，長期にわたり運用方針やマ
ニュアル，運用体制が曖昧だったことにあった。投
稿，リツイート，フォローなどは折々の担当者の裁
量に委ねられており，組織の広報としては適切では
ないことも多かった。だがその反面，積極的なフォ
ローにより，アカウント開設後短期間でフォロワー
数が急増したことは評価すべきところでもあった。

また，Facebook においては，2016年開設当初は
活発な投稿をしており，一定数のフォロワーがあっ
たが，徐々に投稿が減少し，2017年頃にはほぼ更新
されない状態となっていた。

このような状況から，2017年 7 月に「附属図書館
Facebook および Twitter の運用について」という
運用に関するルールを定めたが，原則や注意点にと
どめたものであり，踏み込んだものではなかった。
以降はこれに則った運用となり多少の改善は見られ
たが，依然として投稿は特定の担当者や特定の館に
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・担当者は，若手職員や SNS 経験者を中心とする
・投稿は 1 日 1 回以上とし，担当者の輪番制とする
・各館の投稿や特定の館に係るリツイートや返信に

ついては，各館の担当者が行う。全体に係るリツ
イートや返信については担当者間で調整を行う

・投稿案のストックの作成を行う
・担当者を含むワーキンググループ（全体でおよそ

10名程度）を広報委員会の下に設置し，定期的に
投稿内容や全体の方針について認識を共有する場
を設ける

・投稿内容については事前の決裁やチェック等は行
わず，原則として担当者間による事後確認とし，
定期的にレビューを行う

⑸新たな企画
・アイコンのリニューアル
・図書館サイトからのリンク改善
・フォロワー増加促進企画の立ち上げ
・Twitter アンケート（投票）機能を活用した企画

の実施
⑹今後の課題
・担当者の育成やノウハウの共有
・業務量の増加
・担当者以外からの業務への理解
・継続性の確保
・炎上の可能性
・これらの解決策として運用マニュアルの整備と担

当者向け Q ＆ A の整備
以上のような具体的な目標設定と内容を盛り込

み，活性化案として提案することとなった。

2.4　Facebook の再検討
公式 Facebook は，もともと青葉山新キャンパス

に新築された青葉山新図書館（現在の農学分館）と
併設するラーニングコモンズを紹介するために2016
年に始めたものであった。その後本館・分館それぞ
れの投稿を行うようになったが，2018年 4 月時点で
は， 月に 1 ～ 2 回しか投稿できておらず， フォロ
ワーの増加も見られなかった。 このような状況か
ら，チーム内で挙がった懸念は次の通りである。
⑴投稿内容

情報が古い。更新が少ない。フォローされていな
い。

⑵運用運営
そもそも運用に力を入れていない。Twitter と使
い分けができていない。
これらをもとにチームでは活性化のための検討を

重ねたが，以下の理由により「運用の中止」を提案
した。

2.3　Twitter の再検討
公式 Twitter は2011年 1 月にアカウントを取得し

稼働準備をしていたところ， 3 月11日に東日本大震
災が発生し停電したことにより情報発信の手段が限
られたため， 3 月14日より急遽正式稼働となった。
当初は，本館・分館の各担当者が復旧作業やサービ
ス再開のアナウンスを中心にツイートし，徐々に運
用の中心を「東北大学附属図書館百周年記念事業実
施ワーキンググループ」に移していった（2011年が
当館の創立百周年にあたる年であった）。2011年秋
に同ワーキンググループ解散後は特定の担当者数名
のみが投稿を行っており，運用状況は先にも述べた
通りである。これらの状況からチーム内で挙がった
問題点は次の通りである。
⑴投稿内容

情報が古い。更新が少ない。内容が面白くない。
フォローやリツイートをしてもらえない。

⑵運用運営
本館・分館での運用の違い。投稿基準が不明確。
投稿までの館内の手続きが煩雑（例：投稿は上司
を含む複数名による事前の内容確認後に限るな
ど）。投稿までのハードルが高い。
これらをもとにチームでは「投稿内容を多種多様

なものとし，親しみやすく興味を引くような内容と
し，毎日発信し続けることが重要。運用の手順を見
直し，学生に見てもらえる内容づくりが必要。」と
考え，活性化案を以下のように作成した。
⑴ターゲット

学生教職員，学内各部局，学外一般利用者
⑵目標
・最新情報，重要情報，至急の情報をいち早く学内

外に発信する
・図書館に親しみを持ってもらい，フォロワーやリ

ツイートの増加を目指す
・図書館の主たる利用者である学生への情報発信を

より効果的に行う
・図書館に対する要望や意見を収集し，利用者に

とって有益な情報を分析する
・学内他部署，他大学図書館の情報収集を行う
⑶具体的な投稿内容と運用
・図書館のイベントおよびサービスに関する情報
・図書館が所蔵する図書・雑誌等に関する情報
・東北大学および各部局に関する情報
・東北大学生の学習・研究に係る情報
・東北大学生に有益なイベント情報
⑷実施体制
・本館各課および分館はそれぞれ 1 名以上の担当者

を置く。その他図書室は任意とする
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⑸試行期間
2018年10月から開始，半年から 1 年程度試行

⑹今後の課題
・担当者の育成
・業務量の増加
・担当者以外からの業務への理解
・投稿機材の確保
・図書館サイト上部にアイコンの設置
・アフェリエイト投稿コメントへの対応
・これらの解決策として運用マニュアルの整備

2.6　検討結果報告とその後
2018年10月にこれらの検討結果および活性化案を

当館の広報委員会で報告し，Twitter の活性化案，
Facebook の運用中止案，Instagram の新規実施案
が承認された。それぞれの案に基づいた活性化の状
況などは次章で紹介する。なお，Facebook は承認
直後の2018年10月に閉鎖予告を行い，翌年2019年 3
月31日に閉鎖した。

3．SNS活性化案の実施
3.1　SNSワーキンググループの設置

2018年10月に活性化案に基づいた運用・試行がス
タートし，翌2019年 4 月には，SNS 活性化プロジェ
クトの提案の一つとして，広報委員会の下部組織と
して新たに「SNS ワーキンググループ」（以下，

「SNSWG」という）の設置が認められた。これは
公式 SNS をこれまで以上に活性化するため，当館
で SNS への投稿を実際に担当する職員を中心とし
て構成員とするものである。SNSWG の主査は総務
課長が担い，事務局は筆者が在籍する総務課学術情
報基盤係が担当している。2022年 4 月時点では26名
が参加している。

SNSWG が設置された背景には，2018年当時は職
員の中でも「SNS への投稿は業務ではない」「Twitter
なんて個人の趣味」「担当者が勝手にやっている」

「SNS は軽薄でくだらない」 という風潮や偏見が
あった。このようなネガティブな認識を変え，SNS
は「広報」手段の一つであることを周囲に理解して
もらうとともに，担当者が SNS に投稿しやすい環
境を整え，担当者自身に「これは業務である」とい
う責任意識を持ってもらうことが目的であった。

3.2　Twitter の活性化（2018年度以降）
2018年11月より活性化案に基づいた新しい体制で

再スタートし，以下の運用となった。
・投稿は 1 日 1 回以上（土日は除く）
・担当者（館・課あわせて 7 部署）の輪番制 

・フォロワーが少なく，これ以上のフォロワーの獲
得・増加が困難であること

・当館が主として情報を伝えたいターゲットである
学生の年齢層は Facebook 利用率が低いと思われ
ること

・Twitter への投稿に一本化し，管理体制を簡素化
することで，より充実した広報活動ができること

・中止により，よりフォロワーの見込める新たな
SNS サービスへ担当人員を割くことができるこ
と
なお，運用中止の提案とともに，Facebook 閉鎖

までの一連の手順，閉鎖後の投稿データの扱いにつ
いてもあわせて提案した。

2.5　新規 SNSの検討～Instagramの開設
新規SNSの候補には，「Instagram」「Tumblr」「Google 

map」「LINE」「Pinterest」など様々な意見が上がっ
た。それぞれに特徴があったが「Tumblr」は機能
面が他の SNS とは異なること，「LINE」は大学図
書館が公式で使用する際は使用料が発生するほか使
い勝手が不明確であること（2018年当時）などの理
由から， もっとも運用管理がしやすいと思われた

「Instagram」の採用を提案した。具体的な提案は
以下の通りである。
⑴ターゲット

学生， 留学生， 主に Instagram を利用している
若年層，高校生（受験生）

⑵目的
ビジュアルに強い SNS ツールの特性を生かし，
Twitter や Facebook とは異なる直感的な広報を
行いフォロワーの増加を目指す。図書館に親しみ
を持ってもらい図書館の利用を促進する。

⑶具体的な投稿内容と運用
・図書館内外の写真を投稿する（例：動画や周辺散

歩，出張なども可）
・日本語と英語による複数のハッシュタグを用いる
（例：＃ tohokuuniversitylibrary，＃ tul，# 東北
大学附属図書館，# 東北大学図書館）

・コメントは公開とする
・フォロー，フォローバック，「いいね」，リプライ

は行わない
⑷試行体制
・担当は本館および分館の有志数名とする
・投稿は原則として週 1 回，その他必要に応じて適

宜更新する
・担当者の輪番制とする
・チェックは原則として担当者間による事後承認と

する
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図 1　Twitter フォロワー数の推移
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図 2　ツイート数月毎の推移
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図 3　ツイート内容の内訳（カテゴリ別）

これに伴い投稿内容も多種多様なものとなった。
以下に具体例を紹介する。
⑴図書館のイベントおよびサービスに関する情報

開館情報，レファレンス事例（Q&A），図書館職
員の業務紹介

⑵図書館が所蔵する図書・雑誌等に関する情報，
シラバス図書・推薦図書の紹介，購読雑誌選定案
内

⑶東北大学および各部局に関する情報
キャンパス付近の気象情報や交通情報，図書館や
キャンパスにまつわる雑学，広報物への掲載記事
にまつわるエピソード

⑷東北大学生の学習・研究に係る情報
座席混雑状況，システム不具合のお知らせ，図書
館で利用できる DB や電子リソースの紹介，貸出
機器類の案内， レポート期間中の関連書籍の紹
介，他大学図書館の視察の様子，図書館総合展参
加の様子

⑸東北大学生に有益なイベント情報
ビブリオバトルの案内，館内スペースでの展示開
催告知
2022年 4 月時点での各種統計によると，以前の体

制と比較し投稿数は減少したものの，フォロワー数
は順調に増加している。また，それまでは「リツイー
ト」や「図書館に関連しない投稿」が多かったが，
2018年以降は「図書館に関連した投稿」が中心とな
り，分館に関する投稿も徐々に増加している。なお
ベスト 5 （表 1 ）は2021年 2 月と2022年 3 月に発生
した地震被害に関するものが占めている。

表 1　Twitter「いいね」ベスト 5 （2022年 5 月現在）

公開日 数 内容

2022/ 3 /17 4,763
【農学分館】地震による被害のた
め，本日 3 /17から当面の間，臨
時休館いたします。

2019/10/13 2,484【附属図書館本館】台風による豪
雨のため，閲覧室が水浸し（略）

2021/ 2 /14 1,121
【本館】本館は地震による書籍落
下，漏水等のため，当面の間臨
時休館します。

2022/ 4 / 2 868
3 月16日夜に発生した地震によ
る附属図書館の被害状況や地震
対策について，（略）

2022/ 4 /20 610【農学分館】さあ，第 2 ラウンド
が始まります。（略）
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図 5　Instagramフォロワー年齢層別（2022年 5 月現在）

1.6%

37.7% 30.3%

9.5% 14.1% 1.7%

4.8% 0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

13-17才 18-24才 25-34才 35-44才

45-54才 55-64才 65才以上 不明

図 6　Instagram フォロワー都市別（2022年 5 月現在）
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表 2 　Instagram 写真「いいね」 ベスト 5 （2022年 5
月現在）

公開日 数 内容

2021/ 2 /15 176
【農学分館】2 月13日に発生した地
震の影響で，当館はしばらくの間，
完全閉館いたします。

2022/ 3 /17 143 地震による書籍落下，漏水等のた
め本日は臨時休館します。

2021/ 3 / 8 82【農学分館】復旧が進んできまし
た。

2022/ 3 /17 77 16日夜に発生した地震のため，本
館は臨時休館します。

2021/ 5 /14 73 青葉山で，青葉まつりを静かに自
主開催。

図 4　図書館関連ツイートの内訳（館別）
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3.3　Instagramの新規運用
公式 Facebook の閉鎖と入れ替わりで，2018年11

月より Instagram の試行がスタートした。 試行に
あたっては前述のチームのメンバー 6 名が主体とな
りアカウント開設や設定を行った。試行期間は2018
年11月 2 日から2019年 3 月29日までとし，投稿は週
ごとの輪番制で行った。試行期間中は写真70件，動
画 1 本の投稿を行い，フォロワー数は201名まで増
加した。

その後2019年 4 月から本稼働となり，活性化案に
則り以下の運用となった。
・担当者による週次の当番制
・担当（本館・分館あわせて 5 部署）の輪番制
・担当の週に必ず週 1 回以上投稿

主な投稿内容は写真が中心だが，最近では動画の
投 稿 も 積 極 的 に 行 わ れ る よ う に な っ て い る。
Instagram の機能であるインサイトによる2022年 4
月末時点での分析および統計では，フォロワーのう
ち半数以上が18～34才となっており，想定したター
ゲット層どおりとなっている（図 5 ）。また，フォ
ロワーを都市別で見ると，半数が東北大学の所在す
る仙台市となっており，在学生や卒業生と推察され
る。その一方，残りの半数は仙台市以外となってい
ることから，様々な都市にフォロワーが存在してい
るようである（図 6 ）。

なお写真，動画それぞれのベスト 5（表 2 ，表 3 ）
については，2021年 2 月と2022年 3 月に発生した地
震被害に関するものが複数見られ，「インパクトが
強い内容」のほうが反響の大きいことが分かる。
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表 4　YouTube再生回数　上位 8 件（2022年 5 月現在）

タイトル（一部省略） 再生
回数

再生
時間

平均
再生率

「江戸に学び，江戸に遊ぶ」：第
1 部講演「日本古典と感染症」 1,034 0:52:51 14.8%

図書館長から新任教員・新入生
のみなさんへ：附属図書館のご
紹介

931 0:08:15 23.7%

ジャーナル問題に関するセミ
ナー 438 1:16:57 16%

「江戸に学び，江戸に遊ぶ」：第
2 部パネルディスカッション 407 1:01:02 17.2%

東北大学附属図書館本館へよう
こそ！ 306 0:03:27 44.6%

第 2 回ジャーナルに関するセミ
ナー 214 1:33:44 16%

使ってみよう！MyLibrary 188 0:01:27 59.4%
東北大学附属図書館漱石文庫 114 0:04:18 43.4%

4．SNSによる企画・広報活動の事例
4.1　Instagram＆ Twitter 投稿プレゼント企画
（2019年12月～2020年 1 月）	

2019年の12月に，Instagram開始から 1 年がたち，
フォロワー数が300人に達したことから，さらなる
周知と図書館の利用促進を目的として，SNSWG が
中心となり投稿企画「300フォロワー感謝祭：おし
えて推しスポット！図書館のここが好きキャンペー
ン」を実施した。図書館の「インスタ萌え」「イン
スタ映え」「エモい」スポットを利用者に撮影して
もらい，投稿者に抽選で図書館グッズをプレゼント
する企画で，応募期間は2019年12月18日～27日，応
募者数14名であった。

2020年 1 月には，Twitter の投稿数が10,000件を
超過したことから， 前述の企画と同様に SNSWG
が中心となり投稿企画「10000ツイート感謝祭：図
書館クイズに答えて！キャンペーン」を実施した。
これは学内のフォロワー限定とし，図書館に関する
クイズ 2 問について回答と一言コメントを投稿して
もらい，正解者の中から抽選で図書館グッズをプレ
ゼントする企画であった。 回答ツイートにはハッ
シュタグ #TULfes2020と＠ hagi_no_suke を明記し
てもらい，事務局で回答者を把握した。応募期間は
2020年 1 月 8 日～ 1 月24日，回答者数は25名であっ
た。

両企画の応募数が少ない要因としては，募集期間
が短いこと，応募に関する制限が細かいこと，そし
て何より SNS の匿名性（氏名や所属を明かしたく
ない意思）があったと考えられる。

また，こうした企画は初めてだったことから，当
館広報委員会より，内容や注意事項・禁止事項につ

表 3　Instagram 動画再生回数　ベスト 5 （2022年 5 月
現在）

公開日 数 内容

2022/ 3 /17 2,402 16日夜に発生した地震のため，本
館は臨時休館します。

2022/ 3 /16 715
東北大学附属図書館本館の紹介で
す。新入生のみなさん見てくださ
いね！

2022/ 3 /23 584 本館 2 号館 2 階の様子です。落ち
た資料を整理しています。

2021/ 4 /15 563【農学分館】復旧が進んできまし
た。（略）

2021/12/27 539 今年の投稿をまとめてみました。

3.4　YouTube の新規運用
公式 SNS のうち， もっとも遅く開始したのは

YouTube である。他の公式 SNS と異なり，コンテ
ンツを作成する都度の不定期な投稿となるため，
SNSWG の担当外ではあるが， 公式 SNS の一つと
して紹介する。

当館YouTubeチャンネルは2020年12月に公開し，
2022年 5 月現在の登録者数は59となっている。

公開のきっかけとなったのは，2020年12月20日に
開催した，東北大学狩野文庫デジタルアーカイブシ
ンポジウム「江戸に学び，江戸に遊ぶ」のオンライ
ン開催である。これまでは会場を設けて集合形式で
各種講演会を実施してきたが， コロナ禍のため
Zoom によるオンライン開催となった。より多くの
方に視聴してもらうこと，半永久的に保存すること
を目的とし，録画し YouTube にて公開した。これ
以降，講演会やセミナーの動画，図書館紹介などの
コンテンツを不定期に投稿している。

チャンネルの機能であるダッシュボードによる
2022年 4 月末時点での分析および統計では，公開さ
れたコンテンツのうち再生回数が特に多い動画は，
Twitter による複数回の広報や， 登壇者によるツ
イート・リツイートの効果によると推察される。ま
た，再生時間（動画の長さ）と平均再生率に着目す
ると，短い動画の場合は全体のおよそ 2 分の 1 まで
視聴されているが，長い動画の場合は全体の 5 分の
1 程度の視聴に止まっていることが分かる。

公開までの編集作業に時間がかかることもあり，
コンスタントな投稿を行うのは難しいのが現状であ
るが，講演会などの動画は今後も積極的に公開する
ことを検討している。
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事前に複数の予約登録をおこなっている。まもなく
3 年目となるが，これまでにおよそ230冊の図書を
紹介してきた。他の投稿に比べると，「いいね」の
数は特段多くはないが，地道なツイートが功を奏し
たのか，当館の電子ブックの利用率は上昇傾向にあ
る。

4.4　館内企画展示とのコラボ（2020年11月）
当館では毎年テーマを決め企画展示を開催してい

るが，コロナ禍の2020年11月に開催した館内企画展
示では，当時上映していたアニメ映画「劇場版　鬼
滅の刃　無限列車編」が大ヒットし社会現象となっ
ていたことをきっかけに「百鬼夜行展」を開催した。
しかし学外者の閲覧や大規模な展示が難しいこと
や，「図書館として今までと違うことを行いたい」
という意見があったことから，当館所蔵の貴重資料
である「百鬼夜行」絵巻に描かれた「鬼」や「妖怪」
の画像を，任天堂のゲーム「あつまれ どうぶつの
森」 で使える機能の 1 つ「マイデザイン」 として
Twitter と Instagram で公開した。配布は画像を専
用のスマートフォンアプリで読み込めるように QR
コードに変換して SNS で公開する形で行った。な
お同様の「マイデザイン」の公開は，他大学や他機
関でも行われていたため，大いに参考とさせていた
だいた。

写真 5　2020年11月25日の投稿

4.5　地震被害状況のお知らせ（2021年 2 月・2022
年 3 月）	 	 	

2021年 2 月13日深夜，また，約 1 年後の2022年 3
月16日深夜に，いずれも最大震度 6 弱（当館がある
仙台市青葉区は震度 5 強） の福島県沖地震が発生
し，当館も大きな被害を受けた。

特に2022年 3 月の際には， 館内の被害確認にあ

いて否定的な意見があったほか，プレゼント配布の
是非を問う声もあり，大学図書館という組織の制約
と，SNSWG が目指す自由度の高い SNS 運用とが
相反するものがあった。   

4.2　コロナ禍における情報の発信（2020年春～）
2020年の春より，全国的なコロナ禍となり，当館

も突然の臨時休館となった。当館の休館情報が刻々
と変わるなか，速報性が求められるものは Twitter
ならびに図書館 Web サイトで発信することとなっ
たが，Twitter では頻繁な情報更新に伴う投稿によ
り，最新の投稿が次々流れてしまい，むしろ情報が
届きにくい状況となった。そのため図書館 Web サ
イ ト 上 に コ ロ ナ 特 設 ペ ー ジ を 新 た に 公 開 し，
Twitter との棲み分けを行った。

また，Twitter と Instagram を活用し，大学に来
られない学生のために「図書館の使い方」「新入生
向けの案内」 の投稿や館内紹介動画の投稿を行っ
た。

写真 4　2020年 4 月 9 日の投稿

4.3　電子ブックの紹介ツイート（2020年夏～）
2020年度の春から夏にかけては，コロナ禍につき

図書館の利用が制限されたため，図書の貸出に代わ
るものとして電子ブックの紹介・利用促進をはかる
ことが喫緊の課題となった。まず図書館 Web サイ
ト上で「自宅から利用できる電子資料」の特設ペー
ジを設けたほか，2020年 8 月からは電子ブックの周
知のため Twitter での紹介ツイートを開始した。開
始当初はより多くの図書を紹介するため，毎日 1 冊
ずつの投稿であったが，2021年 8 月以降は，土日祝
日など職員が出勤せず他のツイートがない日をあえ
て選び，「予約投稿」機能を使用し投稿を行ってい
る。投稿にあたっては，図書受入担当者が学生や大
学院生向けの資料を分野問わずバランスよく選び，
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写真 6　2022年 3 月17日の投稿

5．大学図書館公式SNSとしての今後
5.1　運用体制の見直し

2020年 8 月，活性化案が実施されてから 2 年が経
つことから，SNSWG 内で運用等に関する意見募集
を行った。実施した背景には，運用体制に慣れ順調
に投稿が行われている反面，投稿ネタ探しに頭を悩
ませること，あらかじめ決められた当番に関わらず
投稿したいという意見が寄せられたことにあった。
そのため意見募集により問題点の洗い出しと，より
柔軟な運用に改善することを狙ったものである。寄
せられた意見をもとに次のような運用の見直しや改
善を行った。なお，今後も定期的な見直しを図って
いく予定である。

5.1.1　Twitter 当番制の見直し
それまで平日 1 日 1 ツイート以上の各課・館の当

番制としたことは，活性化を図る過渡期として必要
なルールであり成果があったと評価され，当初目標
も概ね達成できているとして，
・今後は平日 1 日 1 ツイート以上の目標は変えない

が，緩やかな運用とする
・目安としての当番を決めるものの，タイムリーに

発信したい情報があれば，当番でなくても積極的
にツイートする

・担当日に他館から既にツイートがあり，特に投稿
する情報がなければ，その日のツイートは必須と
しない

などルールの緩和を行った。

5.1.2　分館・図書室独自アカウントの開設
当時既に医学分館，金属材料研究所図書室が独自

アカウントを運用していたが，見直しにより他の分

たった職員からの情報を得て，深夜かつ勤務時間外
ではあったが翌日の臨時閉館情報を Twitter に投稿
するなど， これまでにない迅速な情報発信を行っ
た。その後も復旧過程やサービス運用情報などを，
写真や動画を用いて積極的に行った。

このような災害による被害状況・復旧状況の記事
を図書館 Web サイトのお知らせ欄に逐一掲載する
ことは，担当者にとって手間も時間もかかり，また，
利用者にとっては速報性が失われるが，SNS の活
用により写真・動画・短い文章・ハッシュタグを用
いて端的に紹介することで，必要な情報を迅速に提
供することが可能となる。また，リツイートにより
拡散されるので，結果としてフォロワー以外の多く
の人にも周知された。なお2022年 3 月の地震被害の
際には，Twitter を見た学生から復旧ボランティア
の申し出があったほか，図書館被害を伝える大隅図
書館長のリツイートを見た学内外の方から，東北大
学特定基金　「東北大学附属図書館　図書館のみら
い基金」へ多くの支援をいただいたことは特筆すべ
き点である。

その反面， 被害状況の写真の強烈なインパクト
や，ネガティブな内容が先行し，ネットニュースや
新聞各紙で取り上げられた記事に多数のコメントが
付くなど，様々な反響を呼んだことも事実である。

2011年 3 月の東日本大震災の際には， 世間では
Twitter などの SNS が情報収集の手段として注目
を浴びたが，当館では突然の運用開始となり慣れて
いなかったこともあり，効果的に活用できたとは言
い難かった。しかし10年後の2021年・2022年の地震
被害の際に速やかに情報発信することができたの
は，やはり運用方針や体制の整備と，経験の蓄積に
よるところが大きいと思われる。

だが，このような災害時や緊急時に，どれくらい
迅速さを求めるか，誰が投稿するか，投稿の責任は
どこが負うのか等々，一介の図書館職員としてどこ
までやってよいのか，非常に悩ましい点が多々あっ
たことも事実である。こういったことを踏まえ，大
学図書館として様々な場面や状況を想定した SNS
の運用ルールを策定しておくことが，今後は重要に
なってくると思われる。
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が築けたことによる成果であると考える。

5.3　継続のための課題
活性化に成功できた当館の公式 SNS だが，今後

の運用には課題も多い。SNSWG のメンバーは，各
館室の職員により成り立っているが，異動等により
入れ替わりが頻繁に生じている。 また，SNS 初心
者や SNS が苦手な職員が担当になることもある。
このような状況で投稿内容のレベルを維持・向上し
つつ，毎日継続し，かつフォロワーを増やすことは，
決して容易ではない。担当者のモチベーションを維
持しつつ，細く長く（時には革新的なことも試して）
継続していく必要がある。

また，SNS そのものの流行や， 新規ツールの登
場を敏感に感じ取り，利用者層にマッチしたツール
を時勢にあわせてうまく取り込むこと， 見直すこ
と，そして時には既存のツールの運用を止めること
も含め，その決断をどのタイミングでするのかとい
うことも重要である。SNS を「図書館の広報」 と
して考えるからには，時には人的コストも見据えて
シビアに考えることも必要である。

6．終わりに
SNS が少々苦手だった筆者であるが，2018年か

ら現在に至るまで 5 年にわたり積極的に携わり，今
となっては「SNS は使える広報ツール」 であるこ
とを改めて実感している。

大企業や大学本部であれば，広報専属の部署があ
り，専属担当者が行う，写真や動画も業者に依頼す
るなど，本格的に取り組むことができるが，図書館
のような 1 部局ではなかなか難しい。そのため当館
の場合は SNSWG として各館室のメンバーが分担
しているが，かえってそれが各々の「特長」や「個
性」を感じさせており，そのバラエティこそが当館
公式 SNS のオリジナリティであり他の図書館とは
異なる「強み」 であると考える。SNS は長く続け
るほどマンネリになりがちだが，今後も改善や新し
い取り組みを行いより一層広報ツールとして活用で
きればと考える。

最後に，本稿が SNS での広報や活用に悩む図書
館や担当者の参考になれば幸いである。
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館室の独自アカウント開設のあり方が提示された。
開設にあたっては，
・分館・図書室利用者にターゲットを絞った情報提

供
・所属研究科や関連部局とのフォロー，リツイート

等による交流・連携
・ 当館公式 Twitter である @hagi_no_suke と適宜

連携
などの運用方針を共有している。この方針に則り，
2020年 9 月には工学分館が独自アカウントの運用を
開始した。

5.1.3　担当者間連絡ツールの活用
それまでの SNSWG 担当者間の連絡手段はメー

ルであったが，新たに Google Chat を利用すること
となった。現在では投稿内容の調整のほか，企画の
提案，情報共有，気軽な相談など幅広く活用してい
る。

5.2　活性化による変化
2018年から始まった公式 SNS の様々な活性化に

より，現在では目標としていた理想的な運用に近づ
いたと言える。特に Twitter の投稿内容は以前に比
べて「ゆるい感じ」になったことで，フォロワーに
親近感を与え「面白い」「楽しい」と感じてもらえ
るように変化した。地震被害のようなネガティブな
投稿も「図書館からの重要な現状報告」や「速報」
という意味と捉え直し投稿することが増えている。

一方でネガティブな内容の投稿が，時としてポジ
ティブな投稿をはるかに上回る「いいね」 やリツ
イート・フォロワーを獲得していることは SNS の
特性として避けられないところである。投稿内容に
違いこそあれ，「図書館に興味をもってもらう」こ
とは結果として図書館に利用者を呼び込み，図書館
の存在感が増すことにつながり，つまりはこれも広
報の一環として必要なことと考える。

また，運用ルールを定めたことで，その範囲内で
あれば自由な投稿が可能となり，以前より気負うこ
となく投稿する担当者が増えたように感じられる。

Instagram においては Twitter との差別化が進
み，アングルに凝った写真や加工した動画など，よ
り自由度の高い投稿が多くなっている。

なお公式 SNS が活性化し，フォロワー増加のほ
か反応も様々だが，これまで「炎上」やトラブルな
どが発生していないことは，特に評価すべき点と考
える。これは単に「運が良かった」だけではなく，
ルールに則った適切な運用や利用者に向けた地道な
投稿を続けたことにより，フォロワーと良好な関係
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